
夏だ！休みだ！ 

作文コンクールに応募しよう！ 
★授業で制作した作文や短歌・俳句等を推敲して、出品してもいいよ★  
○  下の一覧表の、１～８のテーマから、どれか一つ以上選んで書きましょう。  

○  原稿用紙の右肩をホッチキスで留める。  

○  原稿用紙の右肩に鉛筆で、選んだ作文の番号（  １～８  ）を書く。 

○  提出〆切…１・２年生  ９月１日（火）  ３年生  ８月２７日（木）  

※部活動等で登校した日に、職員室前の作文提出BOXに入れてもよい。  

★は、学校の HPから用紙をダウンロードして使用してください。印刷したものが職員室前にもあります。 

 

※注意※ 文字が乱雑なものや作品として応募できる状態でないものは、出品できません。また、チャット GTPやパクリ 

も同じです。審査に支障をきたし大変迷惑です。厳重に注意してください。もちろんそれらは 0点です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

何点応募しても構いません！どんどん挑戦しましょう。 

 コンクール名 テーマ 枚数 

 

書き方・提出の仕方 優秀作品等の

特典 

１ 読書感想文 

コンクール 

課題図書・県指定図書・自由図

書から選ぶ 

B4 400字詰原稿用紙  

５枚以内 

枠外に「題名」「学年」「氏名」 

★応募票あり 

賞状 

２ 人権作文 

コンテスト 

いじめ、いのち、差別、ＬＧＢ

Ｔなど。みんなが人間らしく幸

せに生きていくためにはどう

したよいか。 

B4 400字詰原稿用紙 

５枚以内 

１行目「題名」 

２行目学校名・学年・名前 

賞状 

３ 明るい家庭づく

り作文 

家族の役割や家庭のあり方な

ど、明るい家庭づくりをテーマ

とした作文 

 

B4 400字詰原稿用紙 

５枚以内 

１行目に題名（２マスあけて）、

２行目に学校名・学年・氏名（右

側にふりがな）を記入し、３行目

から本文を書く。 

賞状・記念品 

４ 中学生作文コン

クール 

 

（イオン 1％グ

ループ） 

テーマ「地域とともにつくるサ

ステナブルな未来」 

環境問題など、地球の未来を考

え、あなたが取り組んでいるこ

とや、これから取り組みたいこ

と。 

B4 400字詰原稿用紙 

３枚程度 

（1000 字以上 1200字

以内） 

１行目に題名、２行目に学校名、

学年、氏名を記入し、３行目から

本文を書く。 

原稿用紙右上をホッチキス留め。 

★応募票あり 

応募者全員に

参加賞あり 

５ 地球さんご賞 生命の源である「水」を主題に、

「生命」や「環境」の大切さを

考える文章。 

作文、童話、詩、手紙の四つの

ジャンルから一つ選ぶ。 

A4 400字詰原稿用紙 

１～３枚 

★応募票あり 入賞者に賞状・

図書カード 

６ 新聞感想文 

コンクール 

新聞記事から感じたこと（具体

的体験を書く） 

◎新聞の切り抜きを添付（掲載

日時も記入） 

２枚半 

(800～1000字） 

応募用紙の裏に新聞を貼

り、右上ホッチキスで留め

る 

★応募票あり 

応募者全員に

オリジナルフ

ァイル 

７ おか山っ子 

   

  

生活文 4枚以上 8枚以内 400字詰め原稿用紙 

１行目に題名（２マスあけて）、

２行目に学校名・学年・氏名（右

側にふりがな）を記入し、３行目

から本文を書く。 

入賞者に賞状 

作品集に掲載 詩・短歌・俳句・川柳  7作セットで 

その他（意見文・論説文・小説

など） 

8枚以内 

８ 倉敷市民文学賞 小説 15～30枚程度 A４サイズ横向き 

縦書き 

一行目に題名（三マスあけ

て）、氏名は記入しない。３行

目から本文。 

★作品応募票あり 

入賞者に 

図書カード 随筆 5枚程度 

童話 5～10枚程度 

詩 3作品 5枚以内 

川柳・短歌・俳句 3作セットで 

学校名は 

倉敷市立西中学校  
と書くこと。 

読書感想文コンクールの課題図書・県指定図書  

◎  課題図書    

「君の火がゆらめいている」  落合  由佳  作  

「チーム・テスならだいじょうぶ」  カービー・ラーソン&クイン・ワイアット  作  杉田七重  訳  

「リュウグウの砂に挑む：チームで小惑星のサンプルを分析」  伊藤  元雄  著  

◎  指定図書  

「ぼくたちの卒業写真」  天川  栄人  作  

「閉じこめられた『森の人』」  ミッシェル・カダフスマン  作  

「なんで人は青を作ったの？青色の歴史を探る」  谷口  陽子・高橋  香里  著  

ど
の
作
文
も

自
分
の
体
験
を
踏
ま
え
て
書
く
こ
と
が
大
切
で
す
。 


